
広
報
み
な
べ
1
月
号
平
成
23
年
1
月
１
日
発
行（
第
76
号
）

（前月比+1）

（前月比±0）
（前月比±0）
（前月比±0）
（前月比±0）
（前月比±0）
（前月比±0）
（前月比±0）
（前月比±0）

（54.6%）

（87．6%）
（81．8%）
（94．6%）
（83．1%）
（85．3%）
（58．4%）
（81．1%）
（52．5%）

1,037／約1,900

113／129
148／181
35／037
216／260
110／129
45／077
214／264
191／364

（－９人）
（－８人）
（－17人）
（+1世帯）

６，８２２人
７，４３３人
１４，２５５人
4,732世帯

７人
１９人
１８人
２３人

（ 慎・優 子 ）

（正人・美樹）

（ 学・明 子 ）

（和紀・春枝）

（ 永・三 佳 ）

（洋一・亜紀）

（男）

（男）

（男）

（男）

（女）

（男）

東本庄

　堺

　堺

南　道

島之瀬

晩　稲

/

/

/

/

/

/

24

29

29

28

7

11

10

10

10

10

11

11

こたろう

た け る

し ゅ う

こ う き

み づ き

け い

　林　　琥大朗

中　井　威　瑠

平　野　修　羽

坂　下　幸　輝

松　井　望朱希

髙　田　　圭

（ 崇 ）

（ 崇 ）

（ 利 夫 ）

（ 公 一 ）

（ 俊 承 ）

（ 敏 己 ）

（ 明 ）

（ 裕 ）

（ 紀 子 ）

（ 裕 一 ）

（ 浩 平 ）

（ 貴 好 ）

（89）

（94）

（64）

（85）

（93）

（81）

（89）

（97）

（98）

（74）

（90）

（69）

土　井

晩　稲

新　庄

徳　蔵

木ノ川

　堺

大　橋

片　町

東岩代

熊　岡

土　井

片　町

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

６

10

９

11

12

13

13

14

16

18

24

27

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

宮　本　正　治

宮　﨑　キミヱ

　東　　志津枝

人　目　ツ　ル

小　川　キミヱ

山　本　郡　次

下　向　峰　一

平　井　正　男

大　江　繁　代

松　山　清　子

上　村　孝　夫

東　渕　輝　夫

夜明けの南部湾

写真提供は、西川弘海さん（西本庄）

Ｐ２～
P４～
P６～
P８～

新年のあいさつ
民生委員児童委員紹介
平成22年第４回定例町議会ほか
まちのほっとニュース

P10
P11～
P15
P16～

としょかん通信
くらしの情報
ふれ愛センターだより
くらしの情報カレンダー

　絵と題字は、大野こまささん（東本庄）が描いてくれました。
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

  

町
民
の
皆
様
方
に
は
、
健
や
か
な
新

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
た
な
年
が
、
皆
様
に
と
っ
て
素
晴

ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
町
政
各
般
に
わ
た
り
温

か
い
、
し
か
も
深
い
ご
理
解
と
ご
支
援

を
い
た
だ
き
、
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
又
、
各
種
行
事
な
ど
の
開
催
に
際

し
、
ご
参
加
ご
協
力
賜
り
、
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
現
在
の
経
済
状
況
に
つ
き
ま

し
て
は
、
金
融
危
機
に
端
を
発
し
た
経

済
不
況
が
デ
フ
レ
と
相
ま
っ
て
、
今
な

お
回
復
の
兆
し
が
見
え
ず
、
又
、
政
治

に
お
い
て
も
安
定
す
る
に
は
ま
だ
ま
だ

時
間
が
か
か
り
そ
う
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
様
に
、
政
治
的
に
も
経
済
的
に

未
来
に
夢
と
希
望
を

持
て
る
年
に
す
る
為

頑
張
り
ま
す

　

み
な
べ
町
長

         

小　

谷　

芳　

正

も
不
透
明
で
困
難
な
状
況
に
あ
り
、
地

方
に
と
り
ま
し
て
も
、
制
度
や
仕
組
が

大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
本
年
も
一
層
厳
し
い
社
会
環
境
に

な
る
の
で
は
と
危
惧
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
制
度
や
仕
組
み
が

ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
も
、
町
民
の
皆

様
方
お
一
人
お
一
人
が
、
健
康
で
明
る

く
生
き
甲
斐
を
持
っ
て
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
そ
ん
な
視
点

を
持
っ
て
職
員
共
々
、
日
々
努
力
を
重

ね
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

難
し
い
課
題
が
山
積
み
し
て
い
ま
す

が
、
安
全
・
安
心
を
目
指
し
て
、
未
来

に
夢
と
希
望
を
持
て
る
年
に
す
る
為
頑

張
っ
て
参
り
ま
す
。

　

皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し

て
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
清
々
し
い
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
十
一
月
、
議
長
に
再
任
を
い

た
だ
き
、
今
さ
ら
な
が
ら
、
使
命
の

重
大
さ
を
痛
感
し
て
い
る
所
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

本
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
昨
今
の

不
況
、
梅
干
価
格
の
低
迷
等
々
、
厳

し
い
財
政
状
況
が
存
在
す
る
な
か
で

は
あ
り
ま
す
が
、
国
・
県
に
対
し
、

対
策
を
強
く
働
き
か
け
ま
す
と
共
に
、

執
行
機
関
と
相
協
調
し
て
、
財
政
の

許
す
限
り
最
大
限
の
行
政
効
果
を
あ

げ
る
べ
く
、
一
丸
と
な
っ
て
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
共
議
会
は
町
民
の
代
表
と
し
て
、

二
元
代
表
制
の
下
、
多
様
化
す
る
議

会
へ
の
要
望
に
対
応
す
べ
く
、
町
民

創
意
工
夫
を
重
ね
、

さ
ら
な
る
町
勢
の

発
展
を
目
指
し
ま
す

　

み
な
べ
町
議
会
議
長

         　

小　

川　
　

猛
の
生
活
の
実
態
、
社
会
福
祉
、
こ
れ

か
ら
の
子
供
、
高
齢
者
、
障
が
い
者

政
策
、
地
方
分
権
改
革
、
地
域
主
権

改
革
等
々
、
地
方
自
治
の
基
本
的
課

題
を
真
摯
に
受
け
と
め
、
議
決
機
関

の
機
能
を
発
揮
し
つ
つ
、
さ
ら
な
る

町
勢
発
展
を
目
指
し
、
創
意
工
夫
を

重
ね
、
期
待
に
応
え
る
よ
う
決
意
を

新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

ど
う
か
本
年
も
、
よ
り
一
層
の
御

支
援
、
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
皆
様

方
の
御
多
幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま
し

て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。



3 2

　

文
部
科
学
省
の
地
域
文
化
功

労
者
表
彰
で
、山
本
賢
さ
ん（
芝
）

が
、
文
化
財
の
保
護
に
尽
力
さ

れ
る
な
ど
地
域
文
化
の
振
興
へ

の
功
績
で
、
文
部
科
学
大
臣
か

ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
本
さ
ん
は
、
歴
史
学
を
研

究
さ
れ
、「
続
日
高
郡
誌
」「
南

部
町
史
」「
御
坊
市
史
」
な
ど
の

編
纂
委
員
を
歴
任
、
ま
た
県
文

化
財
地
区
保
護
指
導
員
と
し
て
、

永
き
に
わ
た
っ
て
県
指
定
文
化

財
、
埋
蔵
文
化
財
等
の
保
護
活

動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、

町
の
文
化
財
審
議
会
委
員
長
を

務
め
ら
れ
、「
和
歌
山
県
史
」
刊

行
や
県
河
川
環
境
保
全
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
な
ど
県
行
政
に
も
貢
献

さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
多
大
な
功
績

を
た
た
え
賞
さ
れ
た
も
の
で
す
。

山
本
賢
さ
ん
が

地
域
文
化
功
労
者
表
彰

明
治
36
年
（
１
９
０
３
年
）

・
ラ
イ
ト
兄
弟
、
初
の
動
力
飛

行
に
成
功

▽
み
な
べ
で
は
→
南
部
小
学
校
、

現
在
地
に
新
築

大
正
４
年
（
１
９
１
５
年
）

・
米
価
調
整
令
を
公
布

▽
み
な
べ
で
は
→
山
内
で
城
山

古
墳
発
見
さ
れ
る

昭
和
２
年
（
１
９
２
７
年
）

・
日
本
初
の
地
下
鉄
が
開
通
（
上

野
～
浅
草
間
）

▽
み
な
べ
で
は
→
双
葉
園
（
現

南
部
幼
稚
園
）
が
開
園

昭
和
14
年
（
１
９
３
９
年
）

・
第
二
次
世
界
大
戦
勃
発

▽
み
な
べ
で
は
→
５
月
か
ら
８

過
去
の
卯
年
の
出
来
事

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ワ
ー
ク
ネ
ッ
ト

の
理
事
・
事
務
局
長
の
北
山
守

典
さ
ん
（
芝
）
が
、
第
11
回
ヤ

マ
ト
福
祉
財
団 

小
倉
昌
男
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
障
が
い
者
の
仕

事
や
雇
用
の
創
出
、
労
働
条
件

の
改
善
な
ど
を
積
極
的
に
推
進

し
、
障
が
い
者
の
方
に
働
く
喜

び
と
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を

支
援
し
て
い
る
方
に
贈
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

北
山
さ
ん
は
、長
年
に
わ
た
っ

て
福
祉
関
係
業
務
に
携
わ
り
、

特
に
精
神
障
が
い
者
の
就
労
支

援
に
全
力
を
尽
く
し
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。
現
在
も
す
ぐ
れ
た
指

導
で
就
労
支
援
に
取
り
組
ま
れ

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
功
績
を

た
た
え
賞
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

田
端
純
さ
ん
（
清
川
）
が
、

第
８
回
紀
の
国
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド

賞（
知
事
賞
）を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

田
端
さ
ん
は
、
障
が
い
を
克

服
す
る
た
め
リ
ハ
ビ
リ
を
続
け
、

社
会
参
加
し
て
い
く
た
め
、
苦

悩
を
乗
り
越
え
て
き
た
体
験
を

生
か
し
て
地
域
生
活
支
援
事
業

所
の
協
力
者
と
な
り
、
ま
た
町

身
体
障
が
い
者
相
談
員
も
務
め
、

相
談
者
の
悩
み
や
要
望
な
ど
を

聞
き
、
町
や
県
へ
の
パ
イ
プ
役

を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
病
院
に
勤
務
し
て
パ

ソ
コ
ン
処
理
等
病
院
事
務
に
従

事
し
、
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
で
は
、

車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
練
習
に

励
ん
で
お
り
、
そ
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
を
た
た
え
賞
さ
れ
た
も

の
で
す
。

北
山
守
典
さ
ん
が

小
倉
昌
男
賞
を
受
賞

田
端
純
さ
ん
が
紀
の
国

チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
賞
を
受
賞

月
に
か
け
て
大
干
ば
つ

昭
和
26
年
（
１
９
５
１
年
）

・
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条

約
調
印

▽
み
な
べ
で
は
→
南
部
町
社
会

福
祉
協
議
会
が
発
足
、
岩
代
公

民
館
開
館

昭
和
38
年
（
１
９
６
３
年
）

・
日
本
初
の
高
速
道
路
開
通
（
名

神
高
速
）、
白
浜
有
料
道
路
開
通

▽
み
な
べ
で
は
→
南
部
町
商
工

会
が
ス
タ
ン
プ
サ
ー
ビ
ス
開
始

昭
和
50
年
（
１
９
７
５
年
）

・
日
本
女
子
登
山
隊
が
女
性
初

の
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
に
成
功

▽
み
な
べ
で
は
→
和
歌
山
地
方

法
務
局
南
部
出
張
所
が
田
辺
支

局
に
統
廃
合

高
城
公
民
館
、
上
南
部
中
学
校

体
育
館
が
完
成

昭
和
62
年
（
１
９
８
７
年
）

・
国
鉄
分
割
民
営
化
新
会
社
と

し
て
発
足

▽
み
な
べ
で
は
→
南
部
町
、
町

民
憲
章
、
町
の
花
・
木
を
制
定

南
部
川
村
、
村
の
花
・
鳥
・
木

を
制
定

平
成
11
年
（
１
９
９
９
年
）

・
欧
州
統
一
通
貨
「
ユ
ー
ロ
」

導
入

▽
み
な
べ
で
は
→
役
場
新
庁
舎

（
現
第
１
庁
舎
）
が
完
成

今
年
は
卯
年
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遠慮なく私たちに ご相談ください
　

12
月
１
日
（
水
）、
任
期
満
了

に
伴
う
み
な
べ
町
民
生
委
員
児
童

委
員
協
議
会
の
初
会
合
が
、
役
場

第
１
庁
舎
で
行
わ
れ
、
新
任
・
再

任
の
民
生
委
員
児
童
委
員
45
人

（
う
ち
主
任
児
童
委
員
３
人
）
に

厚
生
労
働
大
臣
の
委
嘱
状
が
伝
達

さ
れ
ま
し
た
（
任
期
は
平
成
22
年

12
月
１
日
～
平
成
25
年
11
月
30
日

ま
で
の
３
か
年
）。

　

ま
た
、退
任
さ
れ
た
方
24
人
に
、

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
役
員
改
選
に
よ
り
、
会

長
に
河
邊
信
吉
さ
ん
（
芝
崎
・
再

任
）、
副
会
長
に
中
家
長
久
さ
ん

（
熊
瀬
川
・
再
任
）、
児
玉
多
惠
子

さ
ん
（
芝
崎
・
新
任
）、
監
事
に

鎌
塚
和
世
さ
ん
（
谷
口
・
再
任
）、

望
月
和
夫
さ
ん
（
北
道
・
新
任
）

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

民
生
委
員
児
童
委
員
は
、
生
活

や
子
育
て
の
悩
み
な
ど
何
で
も
相

談
で
き
る
地
域
の
心
強
い
味
方
で

す
。も
し
、「
生
活
に
困
っ
て
い
る
」

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
介
護
を
ど
う
し
よ
う
」

「
子
ど
も
が
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
」

な
ど
悩
み
ご
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
一
人
で
悩
ま
ず
遠
慮
な
く
委

員
さ
ん
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
福
祉

課
（
℡
72
─
２
５
４
４
）
へ
。

私たちは
町の民生委員児童委員です

（担当地区とお名前を紹介します）

（敬称略）
（　  は新任・　 は再任）新 再

新

再

新

新新新

新再新再

再再再新

再 新 新 新

埴 田

酒
さ か い

井　卓
た く お

雄

埴 田埴 田片 町

新 町北 道北 道南 道

芝芝 崎芝 崎芝 崎

東吉田気佐藤新 庄千鹿浦

堺堺

出
で ぐ ち

口　常
つ ね じ

次

五
い お も り

百森　秀
ひ で き

樹小
お が わ

川　郁
い く よ

代

井
い か わ

川　良
よ し み

美濵
は ま だ

田　卓
た く お

郎

河
か わ べ

邊　信
のぶよし

吉野
の だ

田　光
み つ こ

子

前
ま え だ

田　米
よねしげ

茂河
かわもと

本　晋
すすむ

新
しんざき

﨑　康
こういち

一坂
さかもと

本　敦
あつし

糸
いとかわ

川　寛
ひろし

望
もちづき

月　和
か ず お

夫

矢
や ぐ ら

倉　依
よ り こ

子児
こ だ ま

玉　多
た え こ

惠子

中
なかむら

村　國
く に こ

子那
な す

須　孝
こ う じ

二
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新新

再

再

新

新

新

再

再

再

新

新

再

再

新

再

新

新

新

再

新

再

再

再

新

再

再

谷 口

晩 稲

西本庄

高 野

山 内

清 川

筋

晩 稲

西本庄

土 井

東岩代

清 川

徳 蔵

東本庄

滝

島之瀬

東岩代

清 川

熊 岡

東本庄

熊瀬川

西岩代

清 川

出
で ぐ ち

口　征
せ い こ

子坂
さかもと

本　博
ひろし

武
た け だ

田　光
み つ お

生岡
おかざき

﨑　増
ますぞう

造

佐
さ さ き

々木　一
かずひこ

彦山
やまさき

﨑　芳
よ し こ

子

中
な か い

井　さ
さ よ こ

よ子中
なかいえ

家　長
たけひさ

久

玉
た ま い

井　六
ろくろう

郎岡
おかむら

村　佳
よ し こ

子

鎌
かまつか

塚　和
か ず よ

世番
ばんしょう

匠　崇
たかし

勇
ゆ そ う

惣　順
じゅんこ

子桐
きりもと

本　澄
す み こ

子

中
な か の

野　智
ち え こ

惠子西
にしかわ

川　弘
ひ ろ み

海

龍
りゅうじん

神　あさみ西
にし

　俊
と し こ

子 高
た か お

尾　広
ひ ろ こ

子宮
みやもと

本　崇
たかし

津
つ ろ

呂　純
じゅんじ

二久
く ぼ

保　眞
ま す み

澄 中
な か せ

瀨　早
は や こ

子平
ひらやま

山　香
かおる

吉
よしみず

水　美
み つ よ

津代西
に し の

野　順
じゅんこ

子 山
やました

下　孝
こうぞう

三

町内全域町内全域

東神野川

町内全域 児童福祉に関することを、
専門的に担当します。地
区担当の民生委員児童委
員と一体となって、子ど
もたちの健全育成のため
活動します。

主任児童委員
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項 目 補 正 額 主 な 内 容

総 務 費 ６２３万円 建物購入費400万円、LED防犯
灯設置工事費117万円ほか

民 生 費 ９０５万６千円 介護保険特別会計繰出金430
万1千円ほか

衛 生 費 ６０７万２千円 紀南病院組合負担金433万4
千円ほか

農林水産業費 １億５７万７千円 林道東神野川木の川線開設
工事請負費6720万円ほか

土 木 費 ３３６１万８千円 千里目津線工事請負費2510
万円ほか

歳 出 合 計 １億５５５５万３千円

平成２２年度一般会計補正予算（第６号）　歳出補正額と主な内容

■
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を

組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
数
の

減
少
及
び
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

御
坊
市
外
三
ヶ
町
国
民
健
康

保
険
事
務
組
合
が
、
平
成
23
年

３
月
31
日
付
け
で
当
組
合
か
ら

脱
退
す
る
の
に
伴
い
、
組
合
規

約
を
変
更
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
町
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ

る
委
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

町
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ

る
委
員
定
数
を
、
２
名
増
員
し

22
人
と
す
る
条
例
改
正
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

◎
議
案

■
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
５
５

５
５
万
３
千
円
を
追
加
し
、
総

額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
91
億

１
３
２
万
５
千
円
と
す
る
こ
と

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
国
庫
支
出
金
１
１

５
９
万
８
千
円
、
県
支
出
金
６

４
５
５
万
２
千
円
、
繰
越
金
３

０
４
８
万
１
千
円
、
町
債
４
０

３
０
万
円
な
ど
で
す
。

　

主
な
歳
出
は
、
下
表
の
通
り

で
す
。

平
成
22
年

　

平
成
22
年
第
４
回
定
例
町

議
会
が
、
平
成
22
年
12
月
９

日
（
木
）
か
ら
17
日
（
金
）
ま

で
開
会
さ
れ
ま
し
た
（
会
期
は

９
日
間
）。
こ
の
定
例
会
で
は
、

平
成
22
年
度
各
会
計
補
正
予
算

な
ど
議
案
７
件
が
上
程
さ
れ
、

慎
重
審
議
の
結
果
、
原
案
通
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
22
年
第
４
回
定
例
町
議
会

農
業
委
員
会
の
委
員
定
数
条
例
の

　

一
部
改
正
な
ど
を
可
決

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
３
７
５

万
６
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
19
億
３
４

１
２
万
２
千
円
と
す
る
こ
と
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
療
養
給
付
費
等
交

付
金
２
３
０
０
万
円
、
繰
入
金

75
万
６
千
円
で
す
。

　

歳
出
は
、
退
職
被
保
険
者
等

療
養
給
付
負
担
金
２
３
０
０
万

円
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
修
正
委
託
料

75
万
６
千
円
で
す
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
７
５
１

万
４
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
11
億
９
３

２
０
万
８
千
円
と
す
る
こ
と
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
国
庫
支
出
金
４
１

５
万
８
千
円
、
支
払
基
金
交
付

金
４
５
３
万
円
、
繰
入
金
４
３

０
万
１
千
円
で
す
。

　

歳
出
は
、
地
域
密
着
型
介
護

サ
ー
ビ
ス
給
付
負
担
金
１
５
１

０
万
円
な
ど
で
す
。

■
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
９
５
万

７
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
３
９
０
万

６
千
円
と
す
る
こ
と
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
貸
付
金
元
利
収
入

１
９
５
万
７
千
円
で
す
。

　

歳
出
は
、
償
還
金
１
９
５
万

７
千
円
で
す
。

■
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
０
１
万

３
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
９
３
４

　

11
月
26
日
（
金
）、
平
成
22
年

第
６
回
臨
時
町
議
会
が
開
会
さ
れ

（
会
期
１
日
）、
次
の
１
議
案
が
上

程
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
原

案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第
６
回
臨
時
町
議
会

２
万
９
千
円
と
す
る
こ
と
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
繰
越
金
１
０
１
万

３
千
円
で
す
。

　

歳
出
は
、
消
費
税
の
支
払
い

１
０
１
万
３
千
円
で
す
。

■
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　

一
般
職
員
の
給
料
及
び
期
末

勤
勉
手
当
の
引
き
下
げ
、
特
別

職
及
び
議
会
議
員
の
期
末
手
当

の
引
き
下
げ
を
行
う
条
例
改
正

が
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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第
５
回
み
な
べ
町
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
、
12
月
５
日
（
日
）、
須
賀

神
社
（
西
本
庄
）
前
を
発
着
点
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
１
３
８
人
が
出
場
し
、
大
勢
の

人
た
ち
の
応
援
を
受
け
な
が
ら
、
健
脚
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
の
入
賞
者
は
、
次
の
皆
さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
）

町
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
１
３
８
人
が
出
場

小
学
１
・
２
年
生
（
１
㌔
）

▼
女
子
の
部　

①
下
野
和
子
（
高

小
２
年
）
４
分
28
秒　

②
寺
本

和
華
（
上
小
１
年
）
③
草
分
野
々

花（
南
小
２
年
）④
安
田
彩
乃（
同

２
年
）
⑤
圡
井
莉
央
（
同
１
年
）

⑥
大
山
葵
（
同
１
年
）

▼
男
子
の
部　

①
三
尾
倖
平
（
南

小
２
年
）
３
分
47
秒　

②
大
野

佑
馬
（
上
小
２
年
）
③
永
井
歩

（
高
小
２
年
）④
山
ノ
内
大
雅（
南

小
２
年
）
⑤
坂
内
佑
磨
（
高
小

２
年
）⑥
久
保
遼
介（
上
小
２
年
）

小
学
３
・
４
年
生
（
１
㌔
）

▼
女
子
の
部　

①
中
村
彩
夏
（
清

小
４
年
）
４
分
00
秒 

②
平
野
加

奈
（
高
小
３
年
）
③
井
上
麻
里

亜　
（
上
小
３
年
）
④
池
端
友
香

（
南
小
４
年
）
⑤
寺
本
梨
伽
（
上

小
４
年
）
⑥
山
下
歩
里
（
南
小

３
年
）

▼
男
子
の
部　

①
中
川
佳
己
（
岩

小
４
年
）
３
分
37
秒　

②
永
井

亮（
高
小
４
年
）③
石
上
裕
之（
南

小
４
年
）
④
山
本
晃
生
（
岩
小

３
年
）⑤
岡
﨑
郁
弥（
上
小
４
年
）

⑥
安
井
謙
介
（
同
３
年
）

小
学
５
年
生
（
１
・
５
㌔
）

▼
女
子
の
部　

①
榎
本
杏
香
（
清

小
５
年
）
６
分
07
秒 

②
久
保
佳

織
（
上
小
５
年
）
③
下
野
は
る

か　
（
高
小
５
年
）
④
平
野
羽
留

（
同
５
年
）
⑤
中
川
七
海
（
南
小

５
年
）
⑥
芦
硲
伊
代
（
同
５
年
）

▼
男
子
の
部　

①
西
川
斗
真
（
南

小
５
年
）
５
分
40
秒
②
内
本
航

太
（
上
小
５
年
）
③
小
松
翔
（
南

小
５
年
）
④
爰
川
朔
哉
（
岩
小

５
年
）⑤
谷
本
大
輝（
上
小
５
年
）

⑥
寺
柿
光
稀
（
岩
小
５
年
）

小
学
６
年
生
（
１
・
５
㌔
）

▼
女
子
の
部　

①
永
井
寧
々
（
高

小
６
年
）
６
分
12
秒 

②
西
山
千

恵
（
上
小
６
年
）
③
楠
谷
さ
や

か　
（
高
小
６
年
）
④
小
田
若
奈

（
清
小
６
年
）
⑤
畑
谷
怜
那
（
高

小
６
年
）⑥
米
澤
里
奈（
同
６
年
）

▼
男
子
の
部　

①
沖
見
史
哉
（
南

小
６
年
）
４
分
56
秒 

②
坂
本
裕

也（
岩
小
６
年
）③
松
本
裕
也（
南

小
６
年
）④
平
侑
弥（
清
小
６
年
）

⑤
三
尾
哲
太
（
南
小
６
年
）
⑥

寺
本
昂
平
（
上
小
６
年
）

表
彰
式
に
出
席
し
た

　

各
部
門
１
位
の
皆
さ
ん

▼
優
秀
賞
（
御
坊
税
務
署
長

賞
）
＝
井
上
智
絵
（
南
部
中

３
年
）「
税
と
向
き
合
っ
て
生

き
る
」

▼
優
良
賞
＝
内
中
さ
つ
き（
南

部
中
２
年
）、
中
村
美
月
（
同

日
高
地
方
中
学
生
の

　
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
で
入
賞
し
た
皆
さ
ん

中
学
生

▼
女
子
の
部
（
２
㌔
）
①
山
﨑

茜
（
清
中
３
年
）
９
分
17
秒 

②

山
﨑
夏
美
（
同
１
年
）
③
中
瀨

穂
香
（
同
３
年
）

▼
男
子
の
部
（
３
㌔
）
①
中
村

貴
之
（
清
中
３
年
）
10
分
50
秒 

②
大
野
雅
治
（
同
２
年
）
③
榎

本
亮
太
（
同
３
年
）
④
高
野
進

太
（
同
１
年
）
⑤
仁
木
亮
介
（
同

２
年
）
⑥
平
篤
弥
（
同
２
年
）

一
般

▼
女
子
の
部
（
２
㌔
）
①
矢
田

麻
夜
（
一
般
）
13
分
10
秒

▼
男
子
の
部
（
３
㌔
）
①
神
屋

洋
紀
（
一
般
）
10
分
29
秒

２
年
）、
服
部
知
枝
（
上
南
部

中
３
年
）、
大
村
麻
衣
（
同
２

年
）、
谷
英
美
里
（
同
１
年
）、

柏
木
麻
甫
（
高
城
中
１
年
）、

竝
木
衣
久
美
（
清
川
中
３
年
）、

平
篤
弥
（
同
２
年
）

　

日
高
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
、（
社
）
御
坊
納
税
協
会
、
御
坊
税

務
署
共
催
の
平
成
22
年
度
中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
で
、

次
の
生
徒
た
ち
が
入
賞
し
ま
し
た
。
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受賞おめでとうございます！
くふう展＆絵画展＆人権標語の優秀作品表彰式

認知症予防教室を開催

　12月９日（木）、高城公民館で、「我ら梅の里寝込まんず」７期生修了式が行われま
した。
　介護予防おたっしゃ運動教室は、65歳以上の方を対象に、町地域包括支援セン
ターが３か月単位（12講座）で行っています。講座は、下半身の強化を主な目的に、総
合的な運動内容を取り入れています。

　12月7日（火）、白梅幼稚園で、和歌山県警「ひまわり」の
警察官を講師に迎えて、交通安全教室が開かれました。
　教室では、人形や絵を使って遊びを交えながら、信号
機や標識の見方、自転車の乗り方や横断歩道の渡り方な
どを、教わりました。

　町はこのほど、女性消防隊による安全で災害に強い地域
づくり推進事業（宝くじ助成）で、軽可搬式消防ポンプ１台を購
入しました。
　この事業は、日高広域消防署南部出張所などの常備消防
から遠い地域の初期消火体制の充実を図るものです。
　12月6日（月）、この軽可搬式消防ポンプを清川婦人防火クラ
ブに納入し、クラブ員13人が、清川消防団員の指導のもと、放
水訓練などを行いました。

　12月には、町内の各保育所や幼稚園などで、年末恒
例のお餅つきが行われました。
　12月4日（土）、愛之園保育園では、おじいちゃんおば
あちゃんとのお餅つき大会が行われ、石うすときねを使っ
た昔ながらのお餅つきを楽しみました。また、お餅やお菓
子まきも行われ、園児たちは大喜びでした。参加者は、

清川婦人防火クラブが放水訓練

　町地域包括支援センターでは、認知症予防教室を開催し、認知症を正し
く理解するとともに、脳を活性化させる活動の実践などを行っています。
　12月15日（水）に行われた第２回教室では、中島医院（御坊市）の中島
彰一院長を講師に迎えて、「認知症の正しい理解と予防について」と題し
た講話を聞きました。
　認知症の予防として、病気の治療や、食生活、運動、日常生活で気をつ
けることなどをわかりやすく説明されました。その後、医師との個人面談も
あり、参加者からの相談を受けました。

介護予防おたっしゃ運動教室で若返りました
「我ら梅の里寝込まんず」７期生修了式

交通ルールを守りましょう！

ぺったん　ぺったん　楽しくおもちつき！

人権週間で街頭啓発活動

　第62回人権週間中の12月6日（月）、町の人権擁護委員さんが、オークワ南
部店様前とＡコープみなべ様前で、買い物に訪れた方たちに人権週間を呼び
かけました。　　
　そして、「みんなで築こう 人権の世紀～考えよう相手の気持ち 育てよう思い
やりの心～」の標語が書かれた啓発物を配って、人権啓発活動を行いました。

　12月9日（木）、生涯学習センターで、第17回発明発見創意くふう展＆第16回
未来の科学の夢絵画展＆平成22年度人権を考える啓発標語の表彰式が行
われました。
　小谷芳正町長と町人権推進委員会の山中邦夫会長から、それぞれの入賞
者に表彰状を贈り、受賞を称えました。

愛之園保育園で

７期生修了式

南部保育所で

「杵でつくお餅つきはなつかしい、和気あいあいとみん
なでつくのが楽しい」と話されていました。
　12月8日（水）、南部保育所では、保護者も参加してお
餅つき大会が行われました。
　ヨモギを入れた草餅なども作り、園児たちはお餅つき
を楽しんだり、また、つきたてのお餅を食べて楽しいひと
ときを過ごしました。

　今期第５回目の講座では、南歯科医院の南良尚先生を講師に迎え
て、口腔の働きや機能の重要性などについて話を聞きました。そして、歯
科衛生士さんより歯あわせ体操などの実技指導がありました。
　今回修了式を迎え、７期生で参加された方の体力年齢を測定する
と、全員が若返り、平均すると９．２歳若くなっていました。中には、13歳を
こえて若返った方もおられました。参加者からは、「トレーニングを続けて
いて膝の痛みがとれた、体調が良くなった」などの感想が聞かれました。
　今後も、自分にあった運動に無理なく取り組み、続けていくことで元気
な生活を送ってほしいものです。

　また、実際に横断歩道を渡る練習を行い、そして命を守る大切な約束
「とびだしません」を守ることを、約束しました。子どもたちが、交通ルールを
守って、安全に過ごせることを願います。
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●東慶寺花だより（井上ひさ
し）●伏　贋作里見八犬伝
（桜庭一樹）●緑の家　上下
（バルガス・リョサ）●生物多様
性100問（盛山正仁）●しょう
がLife（ベターホーム協会編）
●スポーツマッサージ（溝口秀
雪ほか）●ボクの音楽武者修
行（小澤征爾）

　俳優になる前、銀座の映画
館で“もぎり”として働いていた
著者が、映画と映画館への熱
い思いを綴りました。心待ちに
した初日、満員御礼の賑わい
など、当時の様子が伝わってき
て、読み終った後、きっと映画
を見に行きたくなります。

●びっくりまつぼっくり（堀川理
万子）●子どものためのバレ
エ用語（堀口朝子）●１００円
からできる国際協力　１～３
●語源でふやそう英単語（小
池直美）●石の花（バジョー
フ）●ニーベルンゲンの宝
（シャルク編）●お笑いの達人
になろう　コント（松竹芸能）
●小惑星探査機『はやぶさ』
宇宙の旅（佐藤真澄）●天才
たちのびっくり！？子ども時代（プ
ランシャール）

●逸脱（堂場瞬一）●偽札百
科（村岡伸久）●社長！儲けた
いなら、モテ経営をやりなさい！
（早水彰）

　今年は、うさぎ年。うさぎのでてくる絵本とおはなし
を、集めました。かわいいのが、たくさんあります。ぜひ、
読んでみてくださいね。

　和歌山ってどんなところ？和歌山の名所・旧跡、昔
話、和歌山ゆかりの人の著作など、和歌山に関する
本を紹介します。今まで知らなかった和歌山に出合う
かもしれません。

「和歌山」

「うさぎがいっぱい」

1月12日（水）

74-3283
72-1410

Ｂ
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｋ

　

（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）

　友だちづくりも運動も苦手、
手先は不器用――すべてに
自信のない子どもだった著者
が、ハイパーヨーヨーに出あっ
て変わった！　ヨーヨー世界
チャンピオンになり、活動の場
は世界へと広がる。ぶつかりな
がらの人生に、勇気をもらえま
す。

「
好
き
」を
つ
ら
ぬ
こ
う

も
ぎ
り
よ

　

今
夜
も
有
難
う

片桐はいり　（キネマ旬報社）

　途上国への物資の支援は、
物資が届くという依存心から
経済の発展の妨げになってい
るのかもしれません。ボランティ
アの現状と仕組みを知ってお
かないと、その善意が誰かを
不幸にするかもしれない。ボラ
ンティアとは何かを考えるいい
きっかけの本ではないかと思
います。

田
中
優（
河
出
書
房
新
社
）

午後３時から

●100の知識　夜行性動物
（渡辺政隆）●おばけとしょか
ん（デイヴィッド・メリング）●大
きさくらべ絵事典（半田利弘）

幸
せ
を
届
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

不
幸
を
招
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「李広宏　日本・中国・外国の
心の歌コンサート」を開催

　開館10周年を迎え、記念コンサート「李広宏　日本・中
国・外国の心の歌」を開催します。李広宏氏は、音楽を通
して、日本と中国、そして世界の文化の懸け橋になりたい
との思いで活動されている歌手です。しっとりと心に響く
コンサートにぜひお越しください。

　12月1日から10日まで、ゆ
めよみ館で行われたパッチワー
ク作品展。温かみのある素敵な
作品が、展示されました。

日時：2月25日（金）午後7時～
場所：ゆめよみ館

ボランティア養成講座
「使えるわらべうた、手遊び」

パッチワーク作品展

ふるってご参加ください。
お申し込みは、
℡72－1410まで。

日時：1月21日（金）　午後1時30分から3時
場所：ゆめよみ館2階
講師：平井冨久子先生
定員：30名（先着順）

カレンダー1

※整理券が必要です。
2月からゆめよみ館、上
南部分館で配布します。

12月27日（月）～1月４日（火）休館
　　（月末整理日含む）

2月1日（火）休館（月末整理日）
31日（月）休館
29日（土）おはなし会（14:00～）

27日（木）ちいさいひとのための
　　おはなし会（0～3歳）（10:30～）

24日（月）休館

22日（土）ビデオ上映会（10：30～）
　　おはなし会（14:00～）

21日（金）ボランティア養成講座
　　（13：30～15：00）

17日（月）休館
15日（土）おはなし会（14:00～）

13日（木）ちいさいひとのための
　　おはなし会（0～3歳）（10:30～）

11日（火）休館
10日（月）休館（成人の日）
８日（土）おはなし会（14:00～）
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来
年
度
採
用
の
町
立
保
育
所

臨
時
保
育
士
を
、
次
の
通
り
募

集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員

　

臨
時
保
育
士　

若
干
名

〔
応
募
者
が
多
い
場
合
は
、
面
接

で
決
定
し
ま
す
。〕

■
応
募
資
格

　

保
育
士
資
格
取
得
者
〔
３
月
末

ま
で
に
資
格
取
得
見
込
者
も
可
〕

■
募
集
期
間

　

１
月
11
日
（
火
）
～
１
月
21

日
（
金
）
午
後
５
時
ま
で
（
土
・

日
曜
日
除
く
）

■
応
募
書
類

履
歴
書
、
保
育
士
証
の
写
し

■
応
募
先

　

住
民
環
境
課
（
芝
７
４
２
、

役
場
第
１
庁
舎
）

◎
応
募
は
、郵
送
で
も
可
。
但
し
、

１
月
21
日
（
金
）
ま
で
必
着
の

こ
と
。

〔
※
採
用
予
定
期
間
は
、
平
成
23

年
４
月
１
日
～
平
成
24
年
３
月

30
日
ま
で
１
年
間
。
社
保
な
ど

各
種
保
険
あ
り
ま
す
。〕

　

く
わ
し
く
は
、
住
民
環
境
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
育
所
臨
時
保
育
士
を
募
集
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
採
用
は
来
年
度
）

　

今
年
も
１
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７
日
（
金
）
午

前
９
時
か
ら
、
み
な
べ
町
消
防

団
の
出
初
め
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が
行
わ
れ
ま
す
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午
前
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集
の
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環
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━
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１
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１
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL

　

上
南
部
小
学
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用
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員
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清

川
小
学
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臨
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職
員
）
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し
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部
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１
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川
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２
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３
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用
務
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時
職
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し
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総
務
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━
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０
５
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せ
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み
な
べ
町
消
防
団

冬
季
特
別
警
戒
を
実
施

期
間 

１
月
10
日（
月
）～
２
月
27
日（
日
）

の
サ
ン
レ
ン
が
鳴
り
ま
す
。）

　

式
で
は
、
約
３
０
０
人
の
消

防
団
員
と
各
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

代
表
の
皆
さ
ん
が
、
一
堂
に
会

し
て
行
進
な
ど
を
行
い
、
今
年

１
年
の
防
災
の
決
意
を
新
た
に

し
ま
す
。

●
場
所　

町
民
広
場
（
気
佐
藤
・

南
部
川
河
川
敷
）〔
雨
天
の
と
き

　

南
部
小
学
校
体
育
館
〕

　

な
お
、
式
終
了
後
、
団
員
の

皆
さ
ん
は
、
須
賀
橋
付
近
の
河

川
敷
（
西
本
庄
）
へ
移
動
し
て
、

放
水
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
期

で
す
。
火
の
取
扱
い
に
は
、
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
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年
が
明
け
た
ら
申
告
シ
ー
ズ

ン
で
す
。
そ
ろ
そ
ろ
申
告
の
準

備
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
22
年
分
の
確
定

申
告
の
相
談
と
申
告
書
の
受
付

は
、
２
月
16
日
（
水
）
か
ら
３

月
15
日
（
火
）
ま
で
で
す
。

　

ま
た
、
給
与
所
得
者
や
年
金

所
得
者
で
還
付
申
告
を
す
る
場

合
は
、
２
月
１
日
（
火
）
か
ら
、

御
坊
税
務
署
、
ま
た
は
役
場
税

務
課
で
受
付
し
ま
す
。

税
務
課（　
72
━
２
１
６
２
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL

申
告
の
準
備
は
お
早
め
に
・・・

《
所
得
税
の
確
定
申
告
・
住
民
税
の
申
告
》

●
新
た
な
個
人
住
民
税
に
お
け

る
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除

（
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
）
に
つ
い
て

　

平
成
21
年
度
税
制
改
正
に
お

い
て
、
あ
ら
た
に
創
設
さ
れ
た

住
宅
ロ
ー
ン
減
税
制
度
に
つ
い

て
、
所
得
税
に
お
け
る
最
大
控

除
可
能
額
を
過
去
最
大
規
模
に

引
き
上
げ
、
中
低
所
得
者
層
の

～
新
築
・
購
入
等
で

住
宅
ロ
ー
ン
を
組
む
方
・
組

ん
で
い
る
方
へ
～

個
人
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー

ン
控
除
が
う
け
ら
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

方
へ
の
実
効
的
な
負
担
軽
減
と

な
る
よ
う
、
所
得
税
か
ら
控
除

し
き
れ
な
か
っ
た
額
を
個
人
住

民
税
で
税
額
控
除
す
る
こ
と
と

さ
れ
ま
し
た
。

○
前
年
分
の
所
得
税
に
お
い
て

控
除
し
き
れ
な
か
っ
た
金
額
が

あ
る
場
合
は
、
翌
年
度
の
個
人

住
民
税
で
控
除
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
21
年
か
ら
平
成
25
年
ま

で
の
間
に
居
住
し
、
所
得
税
の

住
宅
ロ
ー
ン
減
税
制
度
（
住
宅

借
入
金
等
特
別
控
除
）
を
受
け

た
方
で
、
所
得
税
に
お
い
て
控

除
し
き
れ
な
か
っ
た
金
額
が
あ

る
場
合
は
、
翌
年
度
の
個
人
住

民
税
に
お
い
て
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

（控除額の算出方法）

所得税における住宅
ローン控除可能額

個人住民税の
住宅ローン控除額

住宅ローン控除適用
前の前年の所得税額

※上記の式で算出された控除額が、「前年分の所得税の課税総所得金額等の
５％（97,500 円を限度）」を超えた場合には、控除額は 97,500 円になります。

―＝

　

申
告
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、
御
坊
税
務
署
（
℡
０

７
３
８
─
22
─
０
６
９
５
）、
ま

た
は
役
場
税
務
課
へ
。

う
め
課（　
74
━
３
２
７
６
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL

う
め
21
研
究
セ
ン
タ
ー
が
来
年
度
研
修
生
を
募
集

　

う
め
21
研
究
セ
ン
タ
ー
（
東

本
庄
）
は
、
町
独
自
で
梅
に
関

す
る
研
究
や
栽
培
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
る
、
全
国
で
唯
一
の

施
設
で
す
。

　

セ
ン
タ
ー
は
例
年
、
梅
農
家

の
後
継
者
を
研
修
生
（
原
則
と

し
て
無
給
）
と
し
て
受
け
入
れ

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
８
人

が
「
梅
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
」
と
し
て
巣
立
っ
て
い
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
来
年
度
の

研
修
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

対
象
は
、
学
校
を
出
て
す
ぐ

に
就
農
す
る
、
ま
た
は
就
農
し

て
い
る
が
、
梅
に
つ
い
て
基
礎

的
な
栽
培
管
理
や
そ
の
生
理
に

つ
い
て
勉
強
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
若
者
で
す
。

　

研
修
を
通
し
て
、
町
内
の
梅

づ
く
り
の
先
輩
の
皆
さ
ん
と
知

り
合
え
る
絶
好
の
機
会
に
も
な

り
ま
す
。
ぜ
ひ
熱
意
あ
る
若
者

の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
研
修
内
容　

将
来
、
地
域
の

指
導
的
立
場
に
立
ち
う
る
よ
う

な
人
の
養
成
を
主
眼
と
し
て
い

ま
す
。

①
梅
栽
培
の
基
本
管
理
を
技
術

指
導
し
ま
す
。
ま
た
、
梅
の
基

礎
的
デ
ー
タ
の
調
査
も
そ
の
都

度
行
い
ま
す
。

②
①
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
す

圃
場
で
の
実
習
、
機
械
の
整
備

や
操
作
に
関
す
る
実
習
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

◆
研
修
場
所　

う
め
21
研
究
セ

ン
タ
ー
、
町
内
の
梅
園
な
ど

◆
研
修
期
間　

平
成
23
年
４
月

～
平
成
24
年
３
月
ま
で
１
年
間

◆
募
集
人
員　

若
干
名

◆
募
集
期
間　

３
月
11
日
（
金
）

ま
で

◆
応
募
資
格　

町
内
在
住
の
お

お
む
ね
25
歳
以
下
の
方

◆
応
募
先　

う
め
課
、
う
め
21

研
究
セ
ン
タ
ー

◆
必
要
書
類　

履
歴
書

◆
選
考
方
法　

書
類
審
査
、
面

接
　

く
わ
し
く
は
、
う
め
課
又
は

う
め
21
研
究
セ
ン
タ
ー
（
℡
74

─
２
３
０
０
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
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○
地
デ
ジ
で
テ
レ
ビ
を
見
る
に

は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

　

い
よ
い
よ
今
年
７
月
24
日
に
、

ア
ナ
ロ
グ
方
式
に
よ
る
テ
レ
ビ

放
送
が
終
了
し
ま
す
。

　

み
な
べ
町
で
は
、
一
部
の
共

聴
施
設
（
注
）
を
除
き
、
ほ
と

ん
ど
の
地
域
で
、
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
（
地
デ
ジ
放
送
）
を
受

信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

地
デ
ジ
放
送
を
見
る
た
め
に

は
、
ご
家
庭
で
地
デ
ジ
対
応
テ

レ
ビ
を
ご
用
意
い
た
だ
く
か
、

ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
で
も
地
デ
ジ

チ
ュ
ー
ナ
ー
や
地
デ
ジ
チ
ュ
ー

ナ
ー
内
臓
の
録
画
機
器
等
（
Ｄ

総
務
課（　
72
━
２
０
５
１
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL

ア
ナ
ロ
グ
放
送
の
終
了
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た

地
デ
ジ
受
信
の
準
備
は
お
す
み
で
す
か

Ｖ
Ｄ
レ
コ
ー
ダ
ー
な
ど
）
を
接

続
す
る
こ
と
で
、
地
デ
ジ
放
送

を
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
ご
自
宅
の
ア
ン
テ

ナ
で
受
信
さ
れ
て
い
る
場
合
、

基
本
的
に
は
今
ま
で
の
Ｕ
Ｈ
Ｆ

ア
ン
テ
ナ
設
備
で
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
電
波
の
特
性
か

ら
、
設
備
の
状
況
に
よ
っ
て
は

改
修
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま

す
。
地
デ
ジ
対
応
テ
レ
ビ
を
購

入
さ
れ
て
、
今
の
ア
ン
テ
ナ
で

う
ま
く
映
ら
な
い
場
合
は
、
取

り
扱
い
さ
れ
た
電
器
店
と
十
分

相
談
さ
れ
た
上
で
の
対
応
を
お

勧
め
し
ま
す
。

　
（
注
）
山
間
部
な
ど
、
ご
自
宅

で
テ
レ
ビ
電
波
が
受
信
で
き
な

い
地
域
で
は
、
共
同
受
信
設
備

で
テ
レ
ビ
を
視
聴
さ
れ
て
い
ま

す
。
共
同
受
信
設
備
の
地
デ
ジ

受
信
対
応
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
管

理
組
合
で
対
応
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
高
城
、
清
川
地
区
で
は
現

在
対
応
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
ア
ナ
ロ
グ
電
波

で
受
信
で
き
て
い
た
が
、
デ
ジ

タ
ル
の
電
波
は
到
達
し
て
い
な

い
地
域
（
新
た
な
難
視
指
定
地

域
）
で
は
、
新
し
い
共
聴
施
設

の
設
置
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
地
デ
ジ
で
は
テ
レ
ビ
は
ど
の

よ
う
に
よ
く
な
る
の
？

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
は
、
従

来
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
に
比
べ
横

長
16
対
９
の
ワ
イ
ド
画
面
で
放

送
さ
れ
て
お
り
、
ハ
イ
ビ
ジ
ョ

ン
の
高
画
質
映
像
で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。
音
声
も
よ
り
高
音

質
に
な
り
、
よ
り
一
層
の
臨
場

感
と
迫
力
が
楽
し
め
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
天
気
予
報
や
ニ
ュ
ー

ス
等
の
情
報
を
常
時
入
手
で
き

る
デ
ー
タ
放
送
、
字
幕
放
送
等

の
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方

に
や
さ
し
い
サ
ー
ビ
ス
、
１
週

間
先
ま
で
の
番
組
情
報
が
見
ら

れ
る
電
子
番
組
表
等
、
わ
た
し

た
ち
の
暮
ら
し
を
よ
り
便
利
で

豊
か
に
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

さ
れ
て
い
ま
す
。

○
地
デ
ジ
に
関
す
る
質
問
は
？

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
受
信

を
支
援
す
る
た
め
、
国
で
は
テ
レ

ビ
受
信
セ
ン
タ
ー
を
各
都
道
府

県
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
地
デ

ジ
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

デ
ジ
サ
ポ
和
歌
山
（
和
歌
山
県

テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー
）

電
話
番
号
０
７
３
─
４
０
３
─

４
１
４
１　

ま
た
は
０
５
７
０

─
０
７
─
０
１
０
１
ま
で
。

受
付
時
間
は
、
平
日
午
前
９
時

か
ら
午
後
９
時
ま
で
、
土
日
祝

日
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
６
時

ま
で
。
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平
成
23
年
度
南
部
長
寿

大
学
新
入
生
募
集
中

　

南
部
長
寿
大
学
が
、
来
年
度

の
新
入
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

南
部
長
寿
大
学
で
は
、
健
康

や
娯
楽
、
文
化
や
歴
史
な
ど
の

学
習
を
通
し
て
、
高
齢
者
の
友

人
づ
く
り
と
、
生
き
が
い
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
参
加

し
て
、
素
敵
な
出
会
い
と
生
き

甲
斐
を
見
つ
け
ま
せ
ん
か
。

▼
資
格　

原
則
と
し
て
旧
南
部

町
在
住
の
65
歳
以
上
の
方
（
但

し
、
上
記
以
外
の
方
で
入
学
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
相
談
に
応

じ
ま
す
。）

▼
費
用　

原
則
と
し
て
無
料
（
※

研
修
等
必
要
に
応
じ
て
実
費
必
要
）

▼
学
習
内
容　

原
則
と
し
て
月

１
回
、
健
康
・
歴
史
・
工
作
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
社
会
見

学
な
ど
の
講
座
を
行
い
ま
す
。

　

堺
、
山
内
、
東
吉
田
、
東
・

西
岩
代
方
面
の
方
は
、
送
迎
し

ま
す
。

　

入
学
の
申
し
込
み
は
、
２
月

末
ま
で
に
、南
部
公
民
館（
片
町
、

℡
72
─
１
４
０
０
）
へ
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
が

平
成
23
年
度
の
生
徒
募
集
！

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
通
信
制

の
高
等
学
校
「
４
月
生
普
通
科
」

お
よ
び
専
攻
科
社
会
福
祉
コ
ー

ス
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
専
攻
」
の
生
徒
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

■
募
集
内
容

　

高
等
学
校　

４
月
生
普
通
科

（
３
年
制
）

　

高
等
学
校　

専
攻
科
社
会
福

祉
コ
ー
ス　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
専
攻

■
出
願
期
間

　

４
月
生
普
通
科　

２
月
１
日

～
４
月
20
日
（
必
着
）

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
専
攻　

２
月
１
日
～
３
月
22

日
（
必
着
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
（
℡
０
４
２
─

５
７
２
─
３
１
５
１
（
代
表
））

　

案
内
書
請
求
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル　

０
１
２
０
─
０
６
─
８
８

８
１

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：http://

w
w

w
.n-gaku.jp

　

和
歌
山
県
観
光
連
盟
で
は
、

和
歌
山
県
の
観
光
Ｐ
Ｒ
活
動
の

お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
く「
き

の
く
に
フ
レ
ン
ズ
」
を
募
集
し

ま
す
。

■
委
嘱
期
間　

平
成
23
年
４
月

１
日
～
平
成
24
年
３
月
31
日（
１

年
間
）

■
募
集
人
員　

３
名

■
資
格　

県
内
在
住
ま
た
は
出

身
の
満
18
歳
以
上
の
方
。
性
別

問
わ
ず
ほ
か
。

■
応
募
方
法

◎
提
出
書
類　

履
歴
書

◎
提
出
先　

〒
６
４
０
─
８
５

８
５　

和
歌
山
市
小
松
原
通
１

丁
目
１　

和
歌
山
県
観
光
振
興

課
内
（
社
）
和
歌
山
県
観
光
連

盟
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
係

◎
募
集
期
間　

平
成
22
年
12
月

８
日
（
水
）
～
平
成
23
年
２
月

22
日
（
火
）

　

く
わ
し
く
は
、（
社
）
県
観
光

連
盟
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ

係
（
℡
０
７
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「マタニティー＆ベビーサロン」

日 時：1 月 13 日（木）13：30 ～ 14：30
場 所：こひつじランド（埴田、愛之園保育園内）
対 象：妊婦または小さなお子さんの保護者
内 容：①楽しくおしゃべり（妊娠中の不安や悩みを話し合おう）
　　　 ②妊娠中の食事・赤ちゃんの食事
　　　　 調理実習、試食等　　講 師：栄養士

日　時：1月20日（木）10：00～11：00
場　所：ふれ愛センター
対　象：妊婦または子育て中の保護者
受付期間：1 月 6 日（木）～ 1 月 17 日（月）
　　　　　※申し込みが必要です
申込先：こひつじランド（愛之園保育園内）（℡72－2371）
持ち物：タオル、バスタオル、お茶

プレママ＆フレッシュママ交流事業

ママヨガ
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※対象のお子さんには案内状（予診票同封）を送ります。
〔７歳半までで未接種のお子さんも接種します。希望するお子
さんは、接種してください。〕

1月21日（金）
平成22年6月・7月・8月生まれのお子さん等

13：00～13：20三種混合（1期初回）

2月2日（水）
平成22年9月21日～平成22年10月31日生まれのお子さん

13：00～13：20B C G

※日本脳炎予防接種が、再開されています。
　対象となるお子さんには、順次案内状を送ります。

1月17日（月）
1月28日（金）

年中児（平成17年4月2日～平成18年4月1日生まれ）
で1期初回の接種がまだのお子さん

13：00～13：20日本脳炎（1期初回）

※場所：各小学校　対象のお子さんには、案内状（予診票
同封）を、学校を通じて配付します。

清川小4・5・6年生

高城小4・5・6年生
1月24日（月）
1月31日（月）

日 本 脳 炎
（1期追加・2期）

18：00～21：00
1月7日（金）・14日（金）・21日（金）・28日（金）
トレーニング教室　～はあと館（社会福祉センター）～

　ふれ愛センター内ホールに、ふれ愛喫茶ボランティ
アの皆様から、地デジ対応テレビを寄付していただき
ました。
　利用者の方達から、「見やすい」と好評です。
　ありがとうございました。

テレビを寄贈 （平成22年2月・3月生ままれ）1月12日（水） 13：00～13：301 0 か 月 児 健 診

（平成22年9月生まれ） 1月18日（火） 13：00～13：30４ か 月 児 健 診

（平成20年6月・7月生まれ） 1月19日（水） 13：00～13：302歳6か月児歯科健診

（平成19年6月・7月生まれ） 1月26日（水） 13：00～13：303 歳 6 か月児健診

　9：00～10：30　JAみなべいなみ本所
1１：30～13：00　東農園㈱様前（東本庄）
14：30～16：00　ふれ愛センター

9：30～12：00／13：00～16：00
バリューハウス南部店様前

　　　　　　　　　　　　　　　献血の際、恐れ
入りますが、献血カードまたは本人であることを証明
できるもの（運転免許証など）を、ご持参ください。

1月21日（金）

1・2月は はたちの献血キャンペーン

（南部ライオンズクラブ共催）

1月3日（月）（南部ライオンズクラブ・町共催）

（１２月３０日～１月３日）

（田辺市高雄一丁目・田辺市民総合センター内、℡26－4909）
◆診療科目　内科・小児科・歯科の応急診療
◆受付時間　9：00～11：30、13：00～17：00

おひさま広場（保育所開放）
（未就園児とお家の皆さん、遊びに来てください）

（℡ 72-4520）南部保育所 3日（木） 10：00～11：00

3日（木） 10：00～11：00（℡ 75-2044）高城保育所
（℡ 76-2251）清川保育所 お　休　み

3日（木） 10：00～11：00（℡ 74-3022）上南部保育所

２月は節分まつり

（℡ 72-4520）南部保育所 お　休　み

27日（木） 10：00～11：00（℡ 75-2044）高城保育所
21日（金） 10：00～11：00（℡ 76-2251）清川保育所

20日（木） 10：00～11：00（℡ 74-3022）上南部保育所
１月はお店やさんごっこ

27日（木） 10：00～11：00（℡ 72-2371）愛之園保育園

（上南部保育所は参加費100円が必要です）

　新年を迎えたあわただしいこの
時期は、食生活も乱れがちです。
　脳や体にエネルギーを補給する
朝ご飯は、特にきちんと食べ、今年
も元気にすごしたいですね。

朝ご飯を食べましょう！
今日の元

気は

朝ごはん
から

　これまでの、公衆衛生や地域
保健事業での保健師活動が認め
られ、このほど「チヨダ地域保健
推進賞」を受賞しました。

第14回「チヨダ地域保健推進賞」を受賞

　全国から多数応募の中、35団体が選ばれ、みなべ
町はテーマ「脱メタボリックシンドロームを目指して～
健康塾の取り組み～」が評価され、入賞しました。
　今後も、町民の健康づくり推進に、努力していきた
いと思います。
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1月の消費生活相談会
14日（金）13：00～16：00
第１庁舎で
消費生活相談
（県消費生活センター相談員）

１月の人権・行政・登記相談
13日（木）13：30～15：30
ふれ愛センターで
人権相談（人権擁護委員）

登記相談（和歌山地方法務局
田辺支局員）

行政相談〔国・県・町などへの
苦情や要望〕（行政相談員）

　民生児童委員さんは生活苦、
家族の介護、いじめなど親身に
相談にのってくれます。
　また行政との橋渡しをしてくれ
ます。特に子どもにかかわる問題
については、地域担当の民生児
童委員さんと一体になって活動
する主任児童委員さんもいます。
近くの民生児童委員さんのお名
前やくわしいことは、保健福祉課
（℡72-2544）へ。

１月の県による巡回職業相談
27日（木）13：30～15：30
南部公民館（片町）で

　相談員が求人情報を提供、ま
た求職の相談を受けます。
　くわしくは、日高振興局産業総
務課（℡0738 -24 -2946）へ。

1月は

◆献血
　（9：30～12：00、13：00～16：00
　バリューハウス南部店様前）

◆清川中、クリーンアップ
　（奉仕）活動
◆ひかり保、マラソン練習開始
◆こひつじランド第9回育児講座
　かんたんクッキングと食の
　お話（10：00～・ふれ愛センター）
◆日本脳炎（1期初回）
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆各保育所、平常保育始まり

◆南部幼・白梅幼・各小中学校、
　3学期始業式
◆上南部保、園外保育
◆清川小・中、きしゅう君の家訪問

◆上南部小、ふれあい作文発表会
◆4か月児健診
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆岩代小、梅学習
◆上南部保年長組、クッキング保育
◆南部保、防犯訓練
◆愛之園保すみれ組、クッキング
◆県開設こうのとり相談
　（田辺保健所）（14：30～）

◆南部保すみれ・あやめ組、
　クッキング
◆10か月児健診
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆南部幼、新入園児面接
◆清川小、校内年賀抽選会
◆清川中、栄養士による給食指導
◆2歳６か月児歯科健診
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆上南部小、
　校内音楽発表会（1・2・3年生）
◆清川小、人権作文発表会
◆高城保、クッキング
◆清川中、百人一首大会
◆3歳６か月児健診
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆岩代小、梅学習
◆高城保、バイキング給食
◆マタニティー＆ベビーサロン
　（13：30～・愛之園保）
◆人権・行政・登記相談
　（13：30～・ふれ愛センター）
◆県開設こうのとり相談　
　（田辺保健所）（15：30～）

◆高城中3年生、総合発表会
◆南部幼、収穫祭
◆おひさま広場（保育所開放）
　（10：00～、上南部保育所）
◆プレママ＆フレッシュママ
　交流事業「ママヨガ」
　（10：00～・ふれ愛センター）

◆岩代小5年生、喫煙防止教室
◆消費生活相談会、
　（13：00～・役場第1庁舎）

◆清川保、保育参観
◆おひさま広場（保育所開放）
　（10：00～、清川保育所）
◆南部長寿大学
　（地域学習・南部公民館）
◆ボランティア養成講座
　「使えるわらべうた、手遊び」
　（13：30～・ゆめよみ館）
◆献血（9：00～10：30JAみなべい
　なみ本所、11：30～13：00東農園
　㈱様前、14：30～16：00ふれ愛セ
　ンター）
◆三種混合（１期初回）
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆上南部小、開校記念日
◆日本脳炎（1期初回）
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆白梅幼、園庭開放日

◆愛之園保、保育参観（9：30～）
　新入児説明会（13：30～）
◆日高地方技術・家庭科作品展
　示会（～23日、御坊中央公民館）

◆第6回町婦人大会
　（13：00～・ふれ愛センター）
◆第47回日高地方駅伝競走
　大会、（9：30～・日高川町）

各梅林のイベントは、
開花状況や天候によって
変更する場合があります。

◆愛之園保、
　eco孫爺（一緒に遊ぼう）
◆高城小3年生、クラブ見学
◆日本脳炎（1期追加・2期）
　（清川小）

◆おひさま広場（保育所開放）
　（10：00～、上南部保育所）

◆みなべ町消防団出初め式
　（9：00～・町民広場）

◆ひかり保、始業式
◆田辺年金事務所・年金相談
　窓口開設（9：30～16：00）

◆成人式（受付開始12：30～
　紀州南部ロイヤルホテル）
◆ごみ収集開始
◆し尿収集開始

◆うめ振興館（～３日開館）

第２土曜日　9：30～16：00
（月曜日は19：00まで・祝日は休み）
月～金曜日　8：30～17：15

110番の日

防災とボランティアの日 食育の日

文化財防火デー

製品安全点検日

元日

成人の日

◆南部小5年生、喫煙防止教室
◆岩代小、梅学習
◆おひさま広場（保育所開放）、
　（10：00～、愛之園保・高城保育所）
◆県による巡回職業相談
　（13：30～・南部公民館）

納期
介護保険料（普通徴収6期）

各納期　水道料金（11・12月
分）/公共下水道使用料（11・12
月分）/農業集落排水使用料
（12・1月分）の各口座振替

各納期　町県民税（普通徴
収4期）/国民健康保険税（普
通徴収7期）/後期高齢者医療
保険料（普通徴収7期）/介護
保険料（普通徴収7期）
水道料金（11・12月分）/公共
下水道使用料（11・12月分）/
農業集落排水使用料（12・1月
分）の各窓口納付

官公庁仕事始め

連絡は教育学習課
教育相談

（℡ 74－2191）へ

毎週金曜日9：00～12：00
ふれ愛センターで

育児なんでも相談（保健師）

毎週月～金曜日 9：00～16：00
片町　はあと館で

暮らしなんでも相談（町社協）

１月の田辺年金事務所年金相談
8日（土）（9：30～16：00）

　くわしくは、同事務所（田辺市
朝日ヶ丘　℡24-0435）へ。

年金相談窓口開設

◆清川地区駅伝大会
　（9：00～・清川球場）
◆岩代大梅林、もちつき
　（11：30～・13：30～）
◆南部梅林、観梅くじ（13：00～）

◆おひさま広場
　（保育所開放）、（10：00～、
　南部・上南部・高城保育所）

◆南部梅林、紀州梅林太鼓
　（上南部中生徒）（11：00～・13：00～）
◆岩代大梅林、ロボットで遊ぶ
　（12：00～・14：30～）

◆岩代大梅林、炭琴・大正琴
　コンサート（12：00～）
◆南部梅林、ビンゴゲーム大会
　（13：00～）、もち投げ（14：30）

◆海外安全・パスポート管理促進
　キャンペーン（～3月20日）
◆冬の省エネキャンペーン（～3月31日）

◆「はたちの献血」キャンペーン（～2月28日）
◆防災とボランティア週間（15日～21日）

◆緑の募金（1月15日～5月31日）
◆全国学校給食週間（24日～30日）

◆南部小、古紙回収
◆第21回梅の里中学生女子
　バレーボール大会（～30日）
◆スキー教室
　（～30日・兵庫県神鍋高原）
◆岩代大梅林、獅子舞（12：30～）

南部梅林・
岩代大梅林開園

◆日本脳炎（1期追加・2期）
　（高城小）

◆BCG（13：00～・ふれ愛センター）
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　（10：00～、上南部保育所）
◆プレママ＆フレッシュママ
　交流事業「ママヨガ」
　（10：00～・ふれ愛センター）

◆岩代小5年生、喫煙防止教室
◆消費生活相談会、
　（13：00～・役場第1庁舎）

◆清川保、保育参観
◆おひさま広場（保育所開放）
　（10：00～、清川保育所）
◆南部長寿大学
　（地域学習・南部公民館）
◆ボランティア養成講座
　「使えるわらべうた、手遊び」
　（13：30～・ゆめよみ館）
◆献血（9：00～10：30JAみなべい
　なみ本所、11：30～13：00東農園
　㈱様前、14：30～16：00ふれ愛セ
　ンター）
◆三種混合（１期初回）
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆上南部小、開校記念日
◆日本脳炎（1期初回）
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆白梅幼、園庭開放日

◆愛之園保、保育参観（9：30～）
　新入児説明会（13：30～）
◆日高地方技術・家庭科作品展
　示会（～23日、御坊中央公民館）

◆第6回町婦人大会
　（13：00～・ふれ愛センター）
◆第47回日高地方駅伝競走
　大会、（9：30～・日高川町）

各梅林のイベントは、
開花状況や天候によって
変更する場合があります。

◆愛之園保、
　eco孫爺（一緒に遊ぼう）
◆高城小3年生、クラブ見学
◆日本脳炎（1期追加・2期）
　（清川小）

◆おひさま広場（保育所開放）
　（10：00～、上南部保育所）

◆みなべ町消防団出初め式
　（9：00～・町民広場）

◆ひかり保、始業式
◆田辺年金事務所・年金相談
　窓口開設（9：30～16：00）

◆成人式（受付開始12：30～
　紀州南部ロイヤルホテル）
◆ごみ収集開始
◆し尿収集開始

◆うめ振興館（～３日開館）

第２土曜日　9：30～16：00
（月曜日は19：00まで・祝日は休み）
月～金曜日　8：30～17：15

110番の日

防災とボランティアの日 食育の日

文化財防火デー

製品安全点検日

元日

成人の日

◆南部小5年生、喫煙防止教室
◆岩代小、梅学習
◆おひさま広場（保育所開放）、
　（10：00～、愛之園保・高城保育所）
◆県による巡回職業相談
　（13：30～・南部公民館）

納期
介護保険料（普通徴収6期）

各納期　水道料金（11・12月
分）/公共下水道使用料（11・12
月分）/農業集落排水使用料
（12・1月分）の各口座振替

各納期　町県民税（普通徴
収4期）/国民健康保険税（普
通徴収7期）/後期高齢者医療
保険料（普通徴収7期）/介護
保険料（普通徴収7期）
水道料金（11・12月分）/公共
下水道使用料（11・12月分）/
農業集落排水使用料（12・1月
分）の各窓口納付

官公庁仕事始め

連絡は教育学習課
教育相談

（℡ 74－2191）へ

毎週金曜日9：00～12：00
ふれ愛センターで

育児なんでも相談（保健師）

毎週月～金曜日 9：00～16：00
片町　はあと館で

暮らしなんでも相談（町社協）

１月の田辺年金事務所年金相談
8日（土）（9：30～16：00）

　くわしくは、同事務所（田辺市
朝日ヶ丘　℡24-0435）へ。

年金相談窓口開設

◆清川地区駅伝大会
　（9：00～・清川球場）
◆岩代大梅林、もちつき
　（11：30～・13：30～）
◆南部梅林、観梅くじ（13：00～）

◆おひさま広場
　（保育所開放）、（10：00～、
　南部・上南部・高城保育所）

◆南部梅林、紀州梅林太鼓
　（上南部中生徒）（11：00～・13：00～）
◆岩代大梅林、ロボットで遊ぶ
　（12：00～・14：30～）

◆岩代大梅林、炭琴・大正琴
　コンサート（12：00～）
◆南部梅林、ビンゴゲーム大会
　（13：00～）、もち投げ（14：30）

◆海外安全・パスポート管理促進
　キャンペーン（～3月20日）
◆冬の省エネキャンペーン（～3月31日）

◆「はたちの献血」キャンペーン（～2月28日）
◆防災とボランティア週間（15日～21日）

◆緑の募金（1月15日～5月31日）
◆全国学校給食週間（24日～30日）

◆南部小、古紙回収
◆第21回梅の里中学生女子
　バレーボール大会（～30日）
◆スキー教室
　（～30日・兵庫県神鍋高原）
◆岩代大梅林、獅子舞（12：30～）

南部梅林・
岩代大梅林開園

◆日本脳炎（1期追加・2期）
　（高城小）

◆BCG（13：00～・ふれ愛センター）
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